
治水事業の効果 河道掘削が効果を発揮（北海道 常呂川）
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水位低減効果 約0.4m（推定値）

常呂川の水位の状況（KP11.0）

凡 例
浸水が想定される範囲

常呂川

河道掘削箇所

計画高水位:8.5m

氾濫面積 浸水家屋

約2,400ha 約700戸

河道掘削を行わず
堤防が決壊した場合の想定被害

河道掘削を行わず堤防が決壊した場合に想定される被害

※本資料の数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります。

○常呂川では、平成13年9月洪水、平成18年8月の洪水災害を受け、洪水を安全に流すための河道断面を拡幅する河道掘削を実

施しました。8月20日からの大雨による出水では、これまでの河道掘削が効果を発揮し、約0.4mの水位低下を図りました。

○8月20日からの大雨による出水では、計画高水位を超過し越水により約215haの浸水が発生しましたが、仮に河道掘削が実施さ

れず、もし決壊した場合には約2,400haが浸水したと想定されます。

位置図



治水事業の効果 堤防整備が効果を発揮（北海道 湧別川）

堤防整備による溢水氾濫抑制効果

堤防整備を行わなかった場合に想定される被害

堤防整備箇所
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湧別川の水位の状況（KP0.4）

実績水位 2.5m

B
堤防整備がされなかった場合、外水氾濫が発生

堤防整備

A

湧別町

湧別川

国道242号

国道238号

堤防を整備

凡 例
浸水が想定される範囲

A

KP0.4
B

凡 例
浸水が想定される範囲

氾濫面積 浸水家屋

約30ha 約140戸

堤防整備を行わなかった
場合の想定被害

※本資料の数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります。

位置図

○湧別川では、平成10年9月、平成18年10月の洪水災害を受け、洪水等の度に被害が生じていた河口部での堤防整備を実施しま

した。

○仮に堤防がなかった場合、8月20日からの大雨による出水のために、溢水氾濫が発生し、約30haが浸水したと想定されます。



相生中島地区

◆十勝川 相生中島地区
（KP52.6付近） 実施前

位置図

H13年8月出水

■相生中島地区の高水敷を掘削し、洪水時の水位低下を図っています。
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掘削を行わなかった場合の最高水位（推定値）

今回出水における最高水位 H=32.2m

河道掘削以前の河道断面現在の河道断面（掘削後）

相生中島地区（KP52.6付近）

計画高水位(H.W.L)

水位低減効果 約1.5m（推定値）

治水事業の効果 分水路整備が効果を発揮

※本資料の数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります。

○十勝川では、帯広市街部に向かって下流から河道掘削等を進めており、平成19年に千代田新水路が完成し、音更町相生中島地

区の河道掘削もおおむね完了しています。

○8月30日からの台風第10号による出水では、相生中島地区の河道掘削により約1.5m程度水位を低減させました。仮に整備がされ

ていなければ、計画高水位を上回ったと想定されます。



災害復旧事業の効果（阿武隈川水系荒川 福島市）

平成２７年９月洪水後の災害復旧事業の実施効果により、平成２８年８月洪水は被害が生じた平成２７年
洪水の約１．２倍のピーク水位※であったにも関わらず、同箇所の再度災害防止を図ることができました。
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復旧箇所

荒川 A

方木田地区（0.6k+59.5m ～0.6k+171.5m）

災害復旧事業の効果
（平成28年8月洪水）

完成後

荒川

災害復旧事業区間内の被災はなかった

■要因：被災箇所は、河岸区間の水衝部であり、
H27年9月出水により、河岸侵食が発生・進行し、河岸崩壊。

２．復旧工の概要 ３．事業の効果

※荒川の基準点「八木田水位観測所」における水位

水衝部
（被災箇所）
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１．被災の概要
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撮影時刻：8月17日
8時51分



鶴見川多目的遊水地では、約42万m3の洪水を貯め込みました。この結果、越流堤直下流の亀の子橋水位

観測所の水位は約50㎝低下したと推定。（平成15年6月の供用開始以来、17回貯留し歴代4位の貯留量を記録）

鶴見川遊水地が無かった場合、はん濫危険水位を上回っていたと推定され、横浜市、川崎市で避難勧告等

が発令された恐れがありました。

昭和54年10月洪水と比較すると、雨量は1.1倍であったが、浸水面積を約9割減しました。（450戸→5戸）

8月22日12:30頃
鶴見川の水位が上昇し、越流堤から鶴見川多目的遊水地に流入

亀の子橋水位観測所

鶴見川 鶴見川多目的遊水地

堤防 越流堤 堤防日産スタジアム

鶴見川多目的遊水地

越流堤
日産スタジアム

新横浜公園

鶴見川多目的遊水地は、平常時には公園等として利用平常時

貯留時

約42万ｍ3を貯留した鶴見川多目的遊水地

8月22日14:30頃

※本数値は、速報値であるため変更となる可能性があります。

鶴見川（亀の子橋水位観測地点）

8月22日12:30頃

流域平均雨量 浸水戸数

鶴見川多目的遊水地など、これまで講じてきた総合治水対策による効果

か め の こ

事業の効果 【鶴見川水系 鶴見川多目的遊水地等】



S54.10
台風20号

H28.8
台風9号等

● 最大48時間降水量（流域平均）

S54.10
台風20号

H28.8
台風9号等

● 中川・綾瀬川流域の浸水戸数

約9割減
約1.1倍

103mm 110mm 13,107戸

63戸

● 首都圏外郭放水路の操作実績

戸mm

● 中川・綾瀬川流域の降水量

降水量
約109百万m3

百万m3

八潮排水機場
0.5百万ｍ3

三郷排水機場
10.0百万ｍ3

庄和排水機場
2.8百万ｍ3

綾瀬排水機場
2.5百万ｍ3

約16%を

流域外に排出

約15.8百万m3

・綾瀬川放水路 （八潮排水機場 0 → 100㎥/s）
・綾瀬排水機場 （ 0 → 100㎥/s ）
・三郷排水機場 （ 100 → 200㎥/s ）
・首都圏外郭放水路（庄和排水機場 0 → 200㎥/s）

S54～の
主な整備

排水能力は、６倍に
（100→600m3/s）

※４

順位 操作開始年月日 洪水名
総排水量
（千ｍ3）

１ 平成２７年０９月０９日 台風１７号、１８号 18,370

５ 平成１６年１０月０９日 台風２２号 6,720

１０ 平成１４年０７月０９日 台風６号 4,564

１５ 平成１８年０７月１７日 梅雨前線 3,431

１６ 平成２１年１０月８８日 台風第１８号 3,062

１７ 平成２８年０８月２２日 台風９号 2,811

～

～

～

平成28年8月23日11時30分頃撮影

※本数値は、速報値であるため変更となる可能性があります。

首都圏外郭放水路では、約2,811千m3を排水しました。（歴代１７位（過去69回の排水を実施）

中川・綾瀬川流域に降った雨の約16％を排水機場のポンプで強制的に流域外に排出しました。

昭和54年10月洪水と比較すると、雨量は約1.1倍だったが、浸水戸数は約9割減しました。（13,107戸→63戸）

排水量は8月23日15時時点

事業の効果 【利根川水系 首都圏外郭放水路等】



新河岸川の水位上昇に伴い、平常時は閉鎖している朝霞水門（平成７年完成）を開き、新河岸川
流域の洪水を荒川へ放水しました。
同程度の雨量であった昭和57年や平成10年洪水と比較すると、新河岸川の水位を下げた効果
等により、志木市の浸水被害等を軽減しました。

水門整備前の状況
（昭和54年）

荒川

現在の状況

荒川

新河岸川

新河岸川
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床下浸水
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朝霞水門整備などの河川の整備等が進んだ事に
より、浸水被害が軽減されるようになりました。

（浸水戸数の出典）
S57:志木市歴史年表（志木市ウェブサイト）より／H3～H16:各災害の埼玉県水害調
査報告書より／H28:埼玉県「台風9号による被害状況について」より

志木市における水害時の雨量と浸水戸数の経年比較
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日雨量（志木観測所）

被害が軽減

《位置図》

志木雨量観測所

朝霞水門

［放水状況］

【通常時】

水門を開けて荒川へ放水

洪水時には朝霞水門を開けて荒川に放水し、新河岸川の水位を下げます。
新河岸川

荒川

事業の効果 【荒川水系 朝霞水門等】



 

引堤事業後の最高水位を記録 

 

 

 

台風1６号豪雨により、桑野川流域の谷口雨量観測所（阿南市新野町）では、降り始めから９月２０日１５時ま

での累加雨量は、298㎜を記録しました。 

この洪水規模は、計画高水位（6.275ｍ）に迫る6.19ｍを記録し、桑野川沿川で激甚な浸水被害を発生させた

平成11年６月洪水及び平成２６年８月台風１２号と同規模と推定されます。 

桑野川では、平成11年６月洪水を契機として、再度災害による浸水被害を軽減させるため、平成11年度から平

成20年度において、緊急的な河道改修（引堤、河道掘削）を行い流下能力を向上させました。 

その結果、同規模の洪水で大原地点の水位を65㎝低下させることが可能となり、堤防からの漏水を防ぐとともに、

浸水被害を軽減させることができました。（河道改修区間における桑野川左岸地区での浸水戸数H11．6洪水254

戸、H26．8洪水112戸、H28．9洪水24戸） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■大原地点における水位比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本資料の数値等は速報値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。 

大原観測所地点断面（9.0k付近） 



六角川位置図

住ノ江橋

妙見橋

潮見橋

嬉野市

武雄市

多久市

小城市

大町町

江北町

白石町

計画高水位6.17m

今回出水

最高水位5.90m

現況断面

被災前断面

■六角川の改修状況と事業効果

■平成28年6月洪水は、堤防決壊や越水、内水等で約5,000戸が浸水した昭和55年8月洪水と同規模の洪水。
■過去２度の激甚災害対策特別緊急事業やその後の河道改修、排水機場等の整備効果により、昭和55年洪水より6時
間雨量は多かった（約1.2倍） ものの、浸水戸数は１／１００以下に減少。（4,835戸 → 46戸）

■近年最大洪水の平成2年7月洪水に対応するためには、今後も計画的な治水対策が必要。

六角川（武雄市北方町新橋周辺）

牛津川（小城市牛津町）

新
橋

昭和55年8月出水の状況

・越水や堤防決壊に
よる外水氾濫と内
水氾濫の複合被害

・S55激特改修
・H2激特改修
・その後の計画的改修
・牟田辺遊水地整備

流域平均６時間雨量比較

浸水戸数の比較

○改修前河道であった場合、今回出水は概ね堤防
満杯となり、越水や堤防決壊のおそれがあった

六角川25k000
（新橋付近）

・内水被害
・家屋浸水大幅減

六角川（武雄市橘町付近）

平成28年6月出水の状況

凡 例

S55浸水範囲

S55決壊箇所

H28浸水範囲

①

➁

③

①

➁

③

九州地方整備局治水事業の効果（河道整備による被害軽減効果） 六角川
ろっ かく がわ



治水事業の効果 河道掘削が効果を発揮（北海道 網走川）

河道掘削箇所

KP11.0

掘削による水位低減効果

河道掘削を行わず堤防が決壊した場合に想定される被害

凡 例
浸水が想定される範囲

KP45.8

国道240号

網走川

凡 例
浸水が想定される範囲

B

A

津別町

氾濫面積 浸水家屋

約100ha 約10戸

河道掘削を行わず
堤防が決壊した場合の想定被害
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標
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(m
) 河道掘削を行わなかった場合の水位60.2ｍ

（河道掘削を行わなかった場合、農地に浸水被害が発生）

実績水位 58.2m

河道掘削以前の河道断面

現在の河道断面(掘削後)

A B

町道

水位低減効果 約2.0m（推定値）

網走川の水位の状況（KP45.8）

計画高水位:58.8m

※本資料の数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります。

○網走川では、平成4年9月、平成13年9月の洪水災害を受け、洪水を安全に流すための河道断面を拡幅する河道掘削を実施しま

した。8月20日からの大雨による出水では、これまでの河道掘削が効果を発揮し、約2.0mの水位低下を図りました。

○仮に河道掘削が実施されず、もし決壊した場合には約100haが浸水したと想定されます。

位置図



○平成２８年８月２２日～２３日の台風第９号による降雨により、滝里ダム及び金山ダムにおいては洪水量※を超える流入量を観測

しました。

○滝里ダム及び金山ダムの防災操作によって下流河川の水位低減を図り、下流の赤平市(赤平水位観測所)では、水位を約3.0m

低減させる効果があったものと推測されます。

○仮に滝里ダム及び金山ダムが整備されていなければ、氾濫危険水位※を上回る出水となったことが想定されます。

治水事業の効果 ダム整備が効果を発揮（北海道 金山ダム・滝里ダム）（国管理）
か な や ま

※本資料の数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります。
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滝里ダム・金山ダム位置図

赤平水位観測所
滝里ダム

金山ダム

赤平水位観測所における水位低減効果 赤平水位観測所付近

滝里ダムの防災操作 金山ダムの防災操作
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右岸（堤防） 左岸（堤防）

計画高水位EL=50.09m

約3.0mの水位低減

氾濫危険水位EL=48.30m

避難判断水位EL=47.70m

氾濫注意水位EL=44.90m

水防団待機水位EL=43.60m ダムがない場合の

想定水位：48.88m

実績水位：45.93m

赤平水位観測所付近

ダムがなかった場合の
想定水位：48.88m

実績水位：45.93m

右岸（堤防） 左岸（堤防）
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8/22 10:00～8/23 17:00
流域総雨量116.2mm（ダム流域平均）
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累加雨量
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ダムに流れ込む水を貯め、
急激な川の増水を抑えました。

貯水位（m）

流入量（m3/s）

放流量（m3/s）

8月23日10時40分
ダムへ流れ込んできた最大水量

約1,900m3/s

下流の増水をピーク時で
約960m3/s抑えました。

8月23日

貯
水

位
（
m

）

23日17時時点
EL=340.53m

防災操作開始
EL=337.27m

金山ダム貯水状況

防災操作によって
ダムに貯めた水量

約2,300万m3

(17時時点）
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08/22 11:00～ 08/23 17:00
流域総雨量 111.6mm（ダム流域平均）

貯水位（m）

流入量（m3/s）

放流量（m3/s）

ダムに流れ込む水を貯め、
急激な川の増水を抑えました。

8月23日10時30分
ダムへ流れ込んできた最大水量

約480m3/s

下流の増水をピーク時で
約330m3/s抑えました。

8月23日

あかびら あかびら

※洪水量：洪水調節を開始する量
※氾濫危険水位：洪水により相当の家屋浸水等の被害を生じる氾濫のおそれがある水位
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時間雨量

累加雨量
8/22 6:00～8/23 17:00
流域総雨量 94.8mm（ダム流域平均）

貯水位（m）

流入量（m3/s）

放流量（m3/s）
8月23日 8時00分

ダムへ流れ込んできた最大水量
約690m3/s

下流の増水をピーク時で
約650m3/s抑えました。

8月23日

ダムに流れ込む水を貯め、急激
な川の増水を抑えました。

円山水位観測所地点における水位低減

水防団待機水位 H=53.50m

はん濫注意水位 H=54.10m

避難判断水位 H=54.70m

はん濫危険水位
H=55.20m

計画高水位
H=57.89m

実績水位： 54.41 m
ダムが無い場合の
想定水位： 56.45 m

夕張シューパロダム

ダムがなかった場合の
想定水位： 56.45m

実績水位： 54.41 m

円山水位観測所付近

防災操作終了
EL=294.37m

防災操作開始
EL=293.11m

夕張シューパロダム貯水状況

防災操作によってダ
ムに貯めた水量

約1,540万m3

約2.0mの水位低減

時
間
雨
量
(
m
m
)

累
計
雨
量
(
m
m
)

○平成２８年８月２２日～２３日の台風第９号に伴う降雨により、夕張シューパロダムにおいては、洪水量※を超える流入量を観測し

ました。

○夕張シューパロダムの防災操作によって下流河川の水位低減を図り、下流の栗山町(円山水位観測所)では、水位を約2.0m低減

させる効果があったものと推測されます。

○仮にダムが整備されていなければ、氾濫危険水位※を上回る出水となっていたことが想定されます。

治水事業の効果 ダム整備が効果を発揮（北海道 夕張シューパロダム）（国管理）
ゆ う ば り

くりやま まるやま

※洪水量：洪水調節を開始する量
※氾濫危険水位：洪水により相当の家屋浸水等の被害を生じる氾濫のおそれがある水位

※本資料の数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります。



○平成２８年８月台風第９号に伴う降雨により、忠別ダムにおいては、既往最大の流入量を観測しました。

○忠別ダムの防災操作によって、下流河川の水位低減を図り、下流の東川町(暁橋水位観測所）では、水位を約0.9m低減させる効

果があったものと推測されます。

○仮にダムが整備されていなければ、避難判断水位※を上回る出水となったことが想定されます。

治水事業の効果 ダム整備が効果を発揮（北海道 忠別ダム）（国管理）
ち ゅ う べ つ
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8月 20日 8月 21日 8月 23日
暁橋水位観測所地点における水位低減効果

位置図

実績水位 209.85ｍ

ダムが無い場合の想定水位 210.73ｍ

約0.9mの水位低減効果

忠別ダム貯水状況 暁橋水位観測所付近

忠 別 ダ ム の 防 災 操 作

8/19 18：00 ～ 8/23 18：00時点
流域総雨量 276.9 mm（ダム流域平均）

8月 23 日 8時30 分
ダムへ流れ込んできた

最大水量 約 920 m3/s

下流の増水をピーク時で
約830m3/s抑えました。

忠別ダム

N

石狩川

忠別川

暁橋水位観測所

防災操作によってダムに
貯めている水量
約 960 万m3

実績水位：209.85ｍ

ダムがなかった場合の
想定水位：210.73ｍ

※本資料の数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります。

ひがしかわ あかつきばし

※避難判断水位：避難準備情報の判断、避難所の開設、要配慮者の避難判断の目安となる水位



実績水位：213.09ｍ

ダムがなかった場合の
想定水位：213.29ｍ

常呂川置戸水位観測所付近

防災操作によって
ダムに貯めた水量

約1,030万m3

防災操作開始
EL=444.10m

鹿ノ子ダム貯水状況

23日18時時点
EL=451.37m

置戸水位観測所における水位低減効果

鹿ノ子ダム

置戸水位観測所

常呂川

位置図

下流の増水を最大で
約100m3/s抑えました

8月20日18時50分
ダムへ流れ込んできた最大流量

約120m3/s

鹿ノ子ダムの防災操作

実績水位 H=213.09m

ダムが無い場合の
想定水位 H＝213.29m

約0.2mの水位低減効果

8/20 9:00～8/23 9:00
流域総雨量243.0mm (ダム流域平均)

ダムに流れ込む水を貯め
急激な川の増水を抑えました。

はん濫危険水位 EL=213.20m
避難判断水位 EL=213.00m
はん濫注意水位 EL=212.90m
水防団待機水位 EL=212.60m

計画高水位 EL=214.17m

○平成２８年８月台風第９号、第１１号に伴う降雨により、鹿ノ子ダムにおいては、洪水量※を超える流入量を観測しました。

○鹿ノ子ダムの防災操作によって下流河川の水位低減を図り、下流の置戸町（置戸水位観測所)では、水位を約0.2ｍ低減させる効

果があったものと推測されます。

○仮にダムが整備されていなければ、氾濫危険水位※を上回る出水となったことが想定されます。

治水事業の効果 ダム整備が効果を発揮（北海道 鹿ノ子ダム）（国管理）
か の こ

おけと おけと

※洪水量：洪水調節を開始する量
※氾濫危険水位：洪水により相当の家屋浸水等の被害を生じる氾濫のおそれがある水位

※本資料の数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります。



○平成28年台風第10号に伴う降雨により、金山ダムでは、約5,390万m3の洪水を貯め込みました。（9月1日5時 時点）

○ダムが無かった場合、布部地点において約2.3m水位が高くなり、氾濫危険水位を上回っていたと推測され、洪水被害が発生する

おそれがありました。

ぬのべ

かなやま

治水事業の効果 ダム整備が効果を発揮（北海道 金山ダム）（国管理）
か な や ま

※本資料の数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります。

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

12
時

15
時

18
時

21
時 0時 3時 6時 9時 12
時

15
時

18
時

21
時 0時 3時 6時 9時 12
時

15
時

18
時

21
時 0時 3時

貯水位

流
入
量
、
放
流
量
（ m
3
/
s）

流入量

放流量

2
9
日

0

10

20

30時
間
雨
量
(m
m
/
h)

3
0
日

3
1
日

1
日

8/28 18:00～9/1 3:00
流域総雨量 272.9mm（ダム流域平均）

洪水を貯留した量 約５，３９０万m3
最大調節量※ 約１，３２０m3/s
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布部地点

滝里ダム

金山ダム

位置図

ダムの効果

貯留状況

布部地点における水位低減効果

※同時刻の流入量と放流量の差



ダムの効果 【相模川水系 宮ヶ瀬ダム】

平成２８年８月台風第９号に伴う降雨により、宮ヶ瀬ダム（相模川水系）では、約１，６６２万m3の
洪水を貯め込みました。

宮ヶ瀬ダムが無かった場合、はん濫危険水位を上回っていたと推定され、愛川町で避難勧告等
が発令された恐れがありました。

位置図

宮ヶ瀬ダムで貯留することにより、ダム下流の才戸橋地点では、ダムが無いと
仮定した場合の水位と比較して、約3.33m水位が低下していると推定されます。

宮ヶ瀬ダムの洪水調節効果（才戸橋）

出水状況

調節状況

ダムの効果

才戸橋地点で約3.33m水位を低下

5.14m上昇

約1,662万m3

調節後のダム湖
調節前のダム湖

※本数値は、速報値であるため変更となる可能性があります。

※図は状況を説明するため模
式的に表現したものであり、
実際の状況とは異なります。

▼氾濫危険水位 ２．６０ｍ

ダムの効果により

氾濫危険水位を超える
水位上昇を抑制▼ダムが無いと仮定した場合の水位 ４．７６ｍ

▼今回の観測水位 １．４３ｍ

才戸橋付近

さ い と ば し



中筋川ダム

横瀬川ダム

磯ノ川地点

平成28年9月台風16号における治水効果
～中筋川ダムにより越水による堤防決壊を回避～

中筋川ダム上流域において、9月18日22時
～9月20日10時にかけて 累計約425mm
（時間最大85mm）の降雨となりました。

最大流入量
毎秒約351立方ﾒｰﾄﾙ 最大流入量時

の放流量
毎秒約56立方ﾒｰﾄﾙ

に低減

中筋川ダムの防災操作状況
（9月20日 9時00分）

84％（毎秒約295立方ﾒｰﾄﾙ）を貯留

中筋川ダムが無かった場合は、堤防を約50㎝越水して
いたと推測されます。中筋川ダムの防災操作により、磯ノ
川地点で約125cm水位低減させ、これにより越水による
堤防決壊を回避しました。

※本資料の数値等は速報値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

425mm（時間最大85mm）の雨

中筋川ダムにより河川水位を約125㎝低減

中筋川ダムにより84％を貯留

横瀬川ダムにより更に約60cm低減

中筋川ダムへの最大流入量毎秒約351立方メー
トルの84%を貯留し、ダムからの放流量を毎秒約
56立方メートルに低減しました。
この流入量は平成11年４月のダム運用開始以降
最大となります。

建設中の横瀬川ダムが完成していた場合はさらに約
60cmの水位低減効果が期待でき、これにより水位を堤防
の安全性が確保される計画高水位以下にすることができ
ます。

※上記（H：量水標）の値に0.577mを加えた値が標高（ｍ)となります。

さらに横瀬川ダムがあった場合の水位
H=8.25m

今回の実績最高水位 H=8.85m

磯ノ川地点（14k4付近）
中筋川ダムがない場合の水位

H=10.10m

125cm

磯ノ川地点（9月20日9時撮影）

実績最高水位

計画高水位 H=8.37m ▽

堤防高 H=9.61m ▽

60cm



平成28年9月台風16号における治水効果
～中筋川ダムにより越水による堤防決壊を回避～

中筋川ダムの防災操作後の貯水位 約H=86.１m
m

中筋川ダムの防災操作前の貯水位 H=72.1m

約4,800千m3を貯留

（9月20日12時50分)



【施設効果事例】東下田２大山砂防堰堤（熊本県阿蘇郡南阿蘇村）

砂防堰堤

斜面崩壊

平成28年4月21日
日雨量113mm
最大時間雨量
24.5mm/h
の降雨を観測
（気象庁南阿蘇観測所）

地震で崩壊した土砂を砂防堰堤が捕捉し、下流への２次災害を防止した。

土砂・流木が捕捉されている
（下流からTEC-FORCE撮影）

東下田２

平成28年4月16日撮影
(国土地理院HPより

(http://maps.gsi.go.jp/))

平成28年4月26日撮影

砂防堰堤の諸元
堰堤名：東下田２大山砂防堰堤
事業主体：熊本県
施工位置：南阿蘇村 中松
施工年度：平成２０年度
堰堤高：8.5m 堰堤長：58.7m

写真拡大

平成27年1月の点検では未満砂
であることを確認

平成28年4月16日の航空写真
では砂防堰堤まで土砂が到達
していないことが分かる

土砂・流木の捕捉状況
（右岸袖部からTEC-FORCE撮影）

平成28年4月26日撮影

4月21日の
降雨により
土石流が
が発生

あそ ぐん みなみ あそ むらひがし しも だ



【施設効果事例】 仮川砂防堰堤（熊本県阿蘇郡南阿蘇村）

土石流発生前
(H28.6.1撮影)

土石流発生直後
(28.7.5撮影)

かり かわ あ そ ぐん みなみ あそ むら

位置図

仮川

仮川砂防堰堤(部分透過型)

災害発生日：平成28年6月20日
降雨状況 ：連続雨量 417㎜

（6月19日 0時～21日19時）
時間最大雨量 71㎜(6月20日23時～24時）
※草千里雨量観測所(熊本県)

あそぐん みなみあそむら

発生箇所 ：熊本県阿蘇郡南阿蘇村
崩壊状況 ：土石流捕捉量 約 61,400m3
状 況 ：平成28年熊本地震により仮川上流域では斜面崩壊が

多発し著しく荒廃。6月19日からの梅雨前線による
豪雨により流出した土砂及び流木を透過型砂防堰堤
等が捕捉。下流集落への被害を未然に防止し、効果
を発揮した。

土石流発生前
(H28.6.1撮影)

土石流発生直後

(H28.7.2撮影)

仮川２号砂防堰堤(透過型) 

仮川砂防堰堤

仮川２号
砂防堰堤

砂防堰堤

下流集落

国道325号



【施設効果事例】 新所川２砂防堰堤（熊本県阿蘇郡南阿蘇村）
しん しょ かわ あ そ ぐん みなみ あそ むら

位置図

新所川２

災害発生日：平成28年6月21日
降雨状況 ：連続雨量 243㎜（6月20日 0時～21日19時）

時間最大雨量 63㎜(6月20日23時～24時）
※立野雨量観測所（国土交通省）

あそぐん みなみあそむら

発生箇所 ：熊本県阿蘇郡南阿蘇村
崩壊状況 ：土石流捕捉量 約 10,000m3
状 況 ：地震で崩壊した山腹斜面が6月の豪雨により拡大し、土石流となり流下（6月21日）。

透過型砂防堰堤が土石流を捕捉し、下流への被害を未然に防止。

新所川２
砂防堰堤

(H28.7.25撮影)

JR豊肥線

(H28.8.24撮影)

国道57号

南阿蘇鉄道高森線

国土地理院提供
（H28.7.18撮影）

6月豪雨で
崩壊が拡大

土砂災害警戒区域

土石流発生前(H14.3月撮影)

土石流発生後



位置図

三本松川（１）

災害発生日：平成28年9月20日
降雨状況 ：連続雨量 256㎜（9月19日 4時～20日5時）

時間最大雨量 78㎜(9月20日 0時50分～1時50分）
※福山町雨量観測所（鹿児島県）

きりしまし ふくやまちょう ふくやま

発生箇所 ：鹿児島県霧島市福山町福山
崩壊状況 ：調査中
状 況 ：台風16号による豪雨により発生した土石流を、透過型砂防堰堤が捕捉し、

下流への被害を未然に防止。

H=11.0m L=49.5m

２号砂防堰堤の流木の捕捉状況

透過型の砂防堰堤が流木を捕捉し、下流への被害を軽減した

【施設効果事例】 三本松川（１）２号堰堤（鹿児島県霧島市）
きり しま しさん ぼん まつ かわ



【施設効果事例】 甲平ノ下区域急傾斜（青森県下北郡風間浦村）

災害発生日：平成28年8月31日
降雨状況 ：連続雨量 36㎜（8月30日0時～22時）

時間最大雨量 11㎜(8月30日21時～22時）
※下風呂雨量観測所（県）
あおもりけん しもきたぐん かざまうらむら しもふろ

発生箇所 ：青森県下北郡風間浦村大字下風呂
急傾斜地崩壊危険区域指定済み（S57.12.28県告示）
土砂災害警戒区域等指定済み（H22.5.26県告示）

崩壊状況 ：土石流捕捉量 約70m3
状 況 ：8月30日から31日の台風10号によりがけ崩れが発生したが、昭和58年度に

急傾斜地崩壊防止施設（擁壁工、落石防護柵工）が整備されており、土
砂等を補足。被害を未然に防止し効果を発揮した。

かぶとたいら の した しも きた ぐん かざ ま うら むら

位置図

甲平ノ下区域

青森県風間浦村

崩壊土砂補足状況 概略図

土砂等補足

がけ崩れ

土砂補足

全景

土砂災害警戒区域等（H22.5.26県告示）



【施設効果事例】 安良利向田（静岡県加茂郡西伊豆町）

◆災害発生日：平成28年5月17日
◆降雨状況 ：連続雨量 33㎜（5月17日1時～5月17日7時）

最大時間雨量 19㎜(5月17日6時～7時） ※宇久須観測局
かもぐん にしいずちょう あらりむかいだ

◆発生箇所 ：静岡県賀茂郡西伊豆町 安良利向田
◆状 況 ：5月17日の大雨によりがけ崩れが発生したが、急傾斜地崩壊防止施設が整備

されており崩壊した土砂を捕捉。被害を未然に防止。

航空写真

崩落箇所

安良利向田地区

位置図

静岡県

あ ら り むかいだ かも ぐん にし いず ちょう

H29.1.6 静岡新聞


